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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、7つの膜貫通ドメインを持つGタンパク質共役受容体であり、CXCケモカイン受容体ファミリーに属します。このファミリーには、CXCR1、CXCR2、CXCR3、CXCR4、CXCR5、CXCR7も含まれます。ケモカイン受容体遺伝子クラスターにマッピングされるこの遺伝子は、いくつかのTリンパ球サブセットおよび骨髄間質細胞で発現しています。コードされるタンパク質とその特異的リガンドであるケモカインリガンド16（CCL16）は、Tリンパ球の様々な末梢組織（肝臓、脾臓赤髄、腸管、肺、皮膚）への遊走を制御し、樹状細胞および線維芽細胞網状細胞との細胞間相互作用を促進するシグナル伝達経路の一部です。 CXCR6/CCL16は、肺の様々な部位への常在メモリーTリンパ球の局在を制御し、気道常在メモリーTリンパ球の維持にも関与しています。これらのメモリーTリンパ球は、呼吸器病原体に対する重要な第一線防御です。コードされているタンパク質は、CD4と連携して、HIV-1およびSIVが標的細胞に侵入する際に用いるエントリーコレセプターとして機能します。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD186 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。

